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霊長類の特徴は引き延ばされた乳児期と大人への依存である。霊長類乳児は，身体的・社会的世界との接触を母親やその他の社会的仲間との交わりの中で始める。このことは霊長類乳児が世界のどのような側面をいかに経験するかということの必然的条件となる。霊長類の発達は大部分が社会的に媒介されている。

※Key word: 社会的学習，個体発達の環境としての他者の行動，他者の持つモノへ向けられた意図的注意

■類人猿・発話・文化に関するヴィゴツキー理論

人間の知性はチンパンジーの道具使用にその生物学的な起源を持つ。しかし人間はこれを個人の認知発達を社会化することによって進化させた。人間乳児の認知発達は最初から周囲の大人によって媒介されている。この媒介が生物学的進化と文化歴史的進化の組み合わせであるユニークな人間の知性を作り出したのだ。

ヴィゴツキーの主張：

①子どもは様々なやり方で助けてくれる他者との交わりの中で問題に直面する。

②言語や他の信号の社会的使用を通じて生起する，助けを確保するための手段は，後に内化されて子ども個人が自分の行動を制御するために用いられるようになる。

人間にとっては道具使用はもはや個人の知性の問題ではなく，文化と社会的媒介によって成立する社会的な活動なのだ。この心的発達の“文化歴史的”傾向は人間に独特なものであり，これがその他の類人猿に比べて人間の知性が優勢であることの主な理由となっている。

■社会的学習と文化的適応

文化の定義：

①広義：グループ内で社会的学習を通して伝達され維持される，行動や思考の方法（習慣）。

②狭義：特定のコミュニティーに特徴的な行動や思考の方法のはっきりした象徴的表象の集成。

狭義の文化が人間に独特であるのは疑いないが，広義の文化的適応は，動物世界で広く共有されている。

長い間文化的適応は人間だけのものだと考えられてきたが，50〜60年代にかけての霊長類学での発見は，適応の形式としての文化の始まりは，サルや類人猿に存在することを示している。

◇幸島のイモ洗い

　霊長類学者が最初に幸島のサルの群を観察し始めたとき，用心深いサルはなかなか森から出てこなかった。そのため，霊長類学者が観察可能な広場に食べ物をおいたところ，サルたちは徐々にこれを食べ始めた。供給された食べ物の一つはさつまいもだったが，これは土で汚れていた。サルたちは最初からこれを片方の手で拭ってから食べていた。

　ある日Imoという名の幼い雌ザルがさつまいもの山を小川のそばに持っていき，水の中で（いつものやり方で）イモをこすった。そしてこのさつまいも洗いの革新的方法は，彼女のレパートリーになった。1カ月後にはImoに近い遊び仲間の一匹が，4カ月後にはImoの母親とその他の雌がイモ洗いをしているところが観察された。イモ洗いの習慣は幸島に徐々に広がった（5年後には幼いサルの80％に，さらに4年後には幸島のサル全体の3／4に）。この間にイモ洗いの習慣そのものも変化し，真水よりも海水で洗う方が好まれるようになった。実際にはある時点からはさつまいもはもはや汚れてはおらず，洗う必要はなかったわけだが，イモ洗いの習慣は残り続け，今や多くのサルがさつまいもを海水に浸しながら食べている。


幸島のサルたちはいかにして“イモ洗い”になったのだろうか？ 一般的な想定の一つは，このような伝播のメカニズムが模倣の何らかの形式であるというものだ。

Kawai（1965）は，どのようにして乳児がイモ洗いを獲得したのかを記述している。

　サルの赤ちゃんは母親がイモを海水の中で洗うときに一緒にいる。赤ちゃんは生後1週間は母乳を与えられるが，母親がイモ洗いをしているときは母親の背にしがみついている。これらの乳児は非常に早いうちから海水にさらされているのだが，彼らが最初にすることはときおり手で水をはねかけることである。生後6カ月になると赤ちゃんは母親の手から水の中に偶然落ちたイモのかけらを拾って食べ始める。赤ちゃんは母親がイモを海水につけて食べるのを見ているが，赤ん坊自身がイモを海水につけようとするのは1歳を過ぎてからである。サルがこの行動を獲得するのは全て1〜2歳半の間である。


◇チンパンジーにおける道具使用の習慣

　Jane Goodall（1968, 1986）は，タンザニアのゴンベ保護区の野生チンパンジーが，ある珍しい行動をするのを観察した。彼らは，シロアリの塚に指で穴を開け，この穴に長い葉の茎や細い小枝をつっこみ，しばらくしてからシロアリに覆われたこの小枝を引き抜く。そしてチンパンジーは素早くそのシロアリを口に入れて食べるのだ。このシロアリ釣りはゴンベのチンパンジーに特徴的な行動になっていった。彼らは，毎年シロアリが巣の中で活発になる雨期の数週間だけ，この注目すべき採食法に従事する。ゴンベのチンパンジーのほとんど全て（全ての年齢と性別）が，シロアリ釣りや，アリの採掘のような道具使用を必要とするその他の生活行動を行った。

　後に，アイヴォリー・コースト・タイ森林での，ハンマーを使った木の実割の例などのように，アフリカの他の地域のチンパンジーのグループでも道具を使用することがわかった。


使われた道具の種類における局地的なバリエーションは，これが物質文化の初歩的現れでありうることを示唆している。

これらの適応が社会的に伝達されるプロセスにおいて働いている認知的メカニズムはどのようなものなのだろうか？

◇野生の幼いチンパンジーは道具使用をいかにして学ぶのか

　幼いチンパンジーは，母親がシロアリを釣っているのを意図的に見ており，ときおり偶然落ちたシロアリを食べる。

彼らはときおり母親が捨てた小枝や茎を地面から拾ってそれで遊ぶ。生後2年目にも，チンパンジーは彼らの母親を観察し続けるが，今度は彼らは幅の広い草葉を取ってきてその端を裂いたり長い葉の茎の端を噛んだりする。それらは全てシロアリ釣りの道具を準備するための潜在的な構成要素である。しかし彼らは決してシロアリを釣ろうとはしない。

　2〜2歳半の間に，幼いチンパンジーは，母親が使ったばかりのシロアリの穴に茎や枝を差し込み始めるが，まだ道具も技術も十分ではない（小枝や茎が短すぎたりする）。十分な把握力があったとしても，大人がカラにしたばかりの穴に道具を差し込んだりして，その挿入も浅すぎるし，十分に長い時間小枝を入れておかないし，引き抜く動きも気まぐれで，彼らの“釣り”のセッションは非常に短い。その結果彼らは実質的には全くシロアリをつかまえることができない。

　興味深いことに幼いチンパンジーは，努力に対する報酬がすこぶる少ないのにもかかわらず，練習をあきらめない。2歳後半には,彼らの道具を選択する能力やそれらを使う技術はかなり上達している。しかし大人の技術を効果的に習得し，たくさんの虫を捕まえることができるようになるのは4歳になってからである。グドールによれば，4歳になってもシロアリ釣りを習得できなかったのは，2歳のときに母親をなくした孤児の一匹だけであった。


Goodallは，幼いチンパンジーがシロアリ釣りの技術を発達させるのは，「（個体の）学習と模倣のプロセス」の組み合わせによると結論している。

■霊長類の文化に対する批判

多くの実験室研究から，類人猿の模倣能力に対して疑問が呈された。

Tomasello（1987）は，手の届かないところにある食べ物を熊手を使って取るやり方を知らない，捕獲されたチンパンジーが，熊手の使い方を知っているチンパンジーに出会ったときに，食べ物を取り寄せるために熊手を使おうとはしたが，示された正確な動き（いわゆる「技術」）をコピーはしなかったことを見出した。チンパンジーが行ったことは，彼らが，他のチンパンジーが用いた「手段」ではなくそこで得られた「効果」を再生産するという意味で，emulation（まね，模倣）と呼ばれるべきである。

模倣：ある行動の動きそのものを再生産すること。

エミュレーション：自分自身の手段を用いてある行動の結果を再生産しようとすること。

チンパンジーはエミュレーションの能力しかないが，人間は本物の模倣に携わることができる。模倣は，社会的学習の優れた形式であり，真の文化的適応は模倣に基礎を持つ。

幸島のサルの伝達のスピードに関して，もしそれが社会的学習であるなら，モデルの数がより多くなれば，もっとコミュニティの他のメンバーによって行動が獲得されやすくなるはずだが，技術伝播の進み具合は熟達したサルの数に関わらず年間で一定していた。このことから，おそらくサルは，本当に新しい行動を他者から学んだのではなく，自身の探索を通して個人的にそれを発見したのだと結論される。

◇観察学習と社会的学習の諸形式

社会的暴露（social exposure）：
個人的学習スキルと霊長類における母子の結びつきの性質とが相互作用することの偶然的結果である。しかし環境の適切な要素に偶然さらされることとそれに付随した学習の効果は，実際のところ，霊長類の密接な母子関係の進化論的有意性のひとつかも知れない。
刺激向上性：
◇チンパンジーでの模倣実験

■社会的学習と文化的伝達のメカニズムを再考する

◇子どもはマネするのか？

◇ミラー・ニューロンのパラドクス

◇教授

■家の中の類人猿：家畜化と文化化

■結論：霊長類の認知のための社会的ゆりかご

類人猿・非人間霊長類とヒトにおける社会的学習メカニズムの連続性

PAGE  
4

